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水素需要の創出に向けた取組

★FCV(※)等の燃料費を支援 (2022年9月～)
※ Fuel Cell Vehicle（燃料電池自動車）

事
業
概
要

燃料費の支援により、FCV等の普及促進、水素需要の拡大

を図る。

■充填１回あたり燃料費を1/2補助
■イワタニ水素ステーション山口周南の利用者を対象(※)

※市民であることを要件としない

■水素燃料費の支援は全国初。

★FCVの導入を支援(2015年度～）

事
業
概
要

市内のFCV普及、導入促進を図ることで

カーボンニュートラルと水素の地産地消を推進する。

■市民（法人含む）のFCV導入を支援
■1台につき50万円(上限)を支援

★V2H（※）対応公共施設の整備 (2022年度～）
※ Vehicle To Home（FCV等の電力を建物で利用すること）

事
業
概
要

公共施設にFCV等で発電した電力の取込口等を整備する。

停電時に給電を可能とし、防災機能の強化につながる。

■供給可能電力：1500W
■最大電力供給時間：40～60時間

※今後計画的に整備予定。
(2022年度 5ヶ所整備)

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 計

実績
（台）

3 3 3 2 － 1 2 0 14

山口県内唯一の水素ステーション(2015.8.4開所)
“イワタニ水素ステーション山口周南”

2015～2017年度までは上限100万円
（うち山口県負担分：50万円）
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水素エネルギー等関連施策の推進に係る連携協定（2022.6.15）

周南市と山口トヨタ自動車㈱、山口トヨペット㈱、トヨタカローラ山口㈱、ネッツトヨタ山口

㈱及びトヨタモビリティパーツ㈱山口支社と中国地方初の水素エネルギー推進に係る連携協定
を締結。

給電デモンストレーション

企業との連携（2022年6月山口県トヨタ販売店等5社と連携協定）
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企業との連携（2023年3月～FCV公用車のカーシェアリング）

×

⚫ ご利用可能時間：9時～18時
（周南市の公用車ですので、平日は周南市が使用します）

⚫ ご利用料金：9,900円/日（税込み・水素代込み）

⚫ 車内搭載の充填カードを使用して水素を満充填
した後にご返却ください。
※必ず17時までに水素の充填を済ませる必要があります。

⚫ ご利用には、専用アプリが必要です。
専用アプリをアプリストアでダウンロードすることでご利用いただける

サービスです。

平日：公用車 休日：市民がカーシェアリングで利用
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市民への普及啓発（ 2021年度～ 水素ワクワクみらい博）
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これまでの
経緯等

１.平成26年4月「周南市水素利活用構想」策定
【構想期間：平成26年度（2014年度）～令和12年度（2030年度）までの17年間】

２.平成27年4月「周南市水素利活用計画」策定
【計画期間：平成27年度（2015年度）～令和2年度（2020年度）】

３.平成30年3月「周南市水素利活用計画」一部改訂 ※目標値の修正
４.令和 3年4月「周南市水素利活用計画」一部改訂 ※2年間の計画延伸
【計画期間：平成27年度（2015年度）～令和4年度（2022年度）】
５.令和 5年4月「周南市水素利活用計画」一部改訂（予定） ※1年間の計画延伸
【計画期間：平成27年度（2015年度）～令和5年度（2023年度）】
６.令和 6年4月「第二次水素利活用計画」策定（予定）
【計画期間：令和6年度（2024年度）～令和12年度（2030年度）】
これまでの取り組みを踏まえ、かつ、国や県、周南コンビナートの脱炭素化に向けたグランドデザイン等各政策との
整合を図り、水素エネルギーの利活用を一層進めていく。

■構想の期間
2014年度から2030年度までの17年間

■計画の期間
2015年度～2020年度までの5年間 ※2年間延伸中

基本理念

“水素エネルギーで未来を拓く水素先進都市「周南」
“【計画の基本目標】

● 水素の利活用促進に向けた環境の整備

● 水素の利活用による低炭素・省エネ・災害に強いまちづくりの推進
● 水素関連ビジネスの創出と市内企業の連携・競争力の強化

2014 周南市水素利活用構想 2015 周南市水素利活用計画

年度
指標名

Step1 Step2 Step3 実績

平成29年度末
(2017年度末)

令和2年度末
(2020年度末)

令和4年度末
(2022年度末)

水素ステーションの設置数 1か所 1か所 1か所 1か所
（R4.3現在）

燃料電池自動車、水素自動車等、
車両数 70 200 200 37

（R5.2現在）

定置用燃料電池数
（「エネファーム」*等） 600 1,400 1,400 449

（R4.3現在）

■燃料電池自動車の生産計画を踏まえた段階別の基本指標（累計）
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第二次周南市水素利活用計画の策定について

■国 ・第6次エネルギー基本計画
・グリーン成長戦略

■県 ・やまぐちコンビナート低炭素化構想
・徳山下松港港湾脱炭素推進計画

■市 ・周南コンビナートの脱炭素化に向けた
グランドデザイン


